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The primary objective of this study was to investigate the problem solving abilities of university students with 

depression, especially the relationship between said abilities and the estimation of the possibility of a solution, as 

it relates to decision-making. The secondary objective is to investigate whether differences exist in the details of 

problems depending on the extent of depression.

The subjects were 163 university students. A questionnaire survey was conducted comprising of a scale to measure 

the depression level and problem solving abilities, and three open-ended questions regarding problem details, 

solution strategies, and estimate of the possibility of a solution. The results indicated that nearly 7�% of the subjects 

showed high depressive tendencies, with low problem solving abilities. It was also clarified that compared with the 

low-level depression group, the high-level depression group had a low estimate of the possibility of solution.

Subjects in the high-level depression group tended to face difficulty in solving problems by themselves and 

experienced issues related to interpersonal relationships, their future, personal finances, etc. Meanwhile, the low-

level depression group tended to have specific problems related to their present daily lives, such as with their part-

time job, in finding a permanent position in the workforce, with time management, etc. To alleviate depression, it 

will be necessary in the future to provide support that enables appropriate decision-making. Results suggest that 

it will also be necessary to clarify the specific nature of problems, as well as to delineate which problems should be 

engaged with to find a solution.
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�ɽ͸͡Ίʹ
୅େֶੜ๊͕͑Δ৘ॹత໰୊ݱ
文෦Պ学ল「学جߍ本ௐࠪใࠂॻ」ʢ2�15ʣ
Ͱ͸，ߍߴଔޙۀのਐ࿏͸，平	21…੒にೖってか
ら，ब৬ΑΓ΋大学・୹ظ大学΁のਐ学のׂ
ͳΓ，2�15͘ߴ͕߹ ೥౓Ͱ͸ 54.6ˋʢ現໾ʣ，
56.6ˋʢա೥౓ଔؚΉʣとաߴ࠷ڈにͳったと
ใ͞ࠂΕているɽ大学等΁のਐ学཰͕ߴ·る
とڞに，大学生๊͕͑る問題΋ଟ༷化し，ٳ学

΍ୀ学ऀのׂ߹΋૿Ճ܏向をࣔしている͜とか
ら，大学ଆ͸ͦの対Ԡ͕ٻΊらΕているɽ
大学生の๊͑る問題͸，学ۀ΍ࡁܦ໘ͩけͰ
ͳ͘，ਓؒؔ܎΍ࣾձ生活におけるదԠࠔ೉の
問題͕指ఠ͞Εているʢ୩ౡ，2��5ʣɽ
·た，大学生という࣌ظ͸，ߍߴ·Ͱとҟ
ͳるڥ؀のม化に൐うストレス΍，アイデン
ティティのཱ֬というൃୡ՝題を๊͑，抑うつ
΍ෆ҆等の৘ॹ的問題を有͢る͜と͕ଟいと指

ड෇ɿ平	21…੒ 2�೥ �݄ 3� ೔　ड理ɿ平	21…੒ 2�೥ 1݄ 12 ೔
तʢྟচ心理学ʣڭ।・߈ઐܥ大学૯߹ࣾձ学෦　心理ـۙˎ
　 本論文͸，ۙـ大学૯߹ࣾձ学෦心理ܥઐ߈ 2�15 ೥౓ଔۀ論文として，田த里	1…奈͕ऩूしたデータを࠶෼
ੳした΋のͰ͋るɻ
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ఠ͞Εているʢ੢Տ・ࡔ本，2��5ʣɽް生࿑ಇ
ল大ਉ׭๪౷ܭ৘ใ෦ʢ2��2ʣにΑると，ྸߴ
ऀをআいて，15ࡀから ΋࠷の抑うつ౓͕ࡀ�1
૔ߴ，ͳ͞Εているɽ·た͕ࠂいというใߴ
ʢ2���ʣのڀݚにおいて΋，抑うつ঱ঢ়を有͢
る大学生͸શମの 3�%Ͱ͋る͜と͕ࣔ͞Εて
いるɽ੢࡫・ࢁ໺ʢ2��4ʣにおいて͸，大学 1
೥生を対象とした࣮態ௐࠪにおいて，֮ࣗ঱ঢ়
として「ؾ෼に೾͕͋Γ͗͢る」，「ͳΜとͳ͘
ෆ҆Ͱ͋る」とճ౴したऀ͕શମの 6�%Ͱ͋
る͜と͕໌らかに͞Εているɽ
Αって，ࣾձにग़るたΊの४උؒظとして
ҐஔͮけらΕる大学生の࣌ظに，ࣾձ生活Ͱૺ
۰͢るͰ͋Ζうଟ༷ͳストレス΍抑うつ・ෆ҆
に対͢るద੾ͳ஌ࣝ΍対ॲのํ࢓を਎ につけ
る͜と͸，大学生活΁のదԠのΈͳらͣ，ଔۀ
੒にՌた͢ܗݾの௕いࣾձ生活΁のదԠ΍ࣗޙ
໾ׂ͸大͖いと考͑らΕているʢٴ઒・ࡔ本，
2���ʣɽ͜の͜とから，֤大学Ͱ͸，ैདྷの学ۀ
΍ࡁܦ໘Ҏ֎のサϙートํ法を໛ࡧしているɽ

େֶੜͷ཈͏ͭʹؔ࿈͢Δ໰୊ղܾྗ
චऀ͸，͜Ε·Ͱ，大学生の抑うつにؔ࿈͢
るཁҼとして問題解決力に஫໨してڀݚをਐΊ
て͖たʢe.g., 本岡，2��6; 2�1�ʣɽ本岡ʢ2��6ʣ
の大学生を対象としたௐࠪڀݚͰ͸，問題解
決をফۃ的にଊ͑るೝ஌的܏向ʢe.g.,「͜の問
題͸ࢲの力Ͱ͸解決Ͱ͖ͳい」ʣ͕͘ڧ，問題
からճආしΑうと͢るߦಈ܏向を有͢るਓ΄
Ͳ，抑うつ΍ෆ͕҆ߴい͜とをࣔしているɽ本
岡・দݟʢ2��5ʣ͸，ෆ҆ٴͼ抑うつのఔ౓͕
いਓを対象に，問題解決モデルにԊった問題ߴ
解決療法を࣮ࢪした結Ռ，ෆ҆と抑うつのఔ౓
Εる͜とを࣮ূしているɽ問題解決療͞ݮ͕ܰ
法͸，問題解決スキルʢ問題の໌֬化，໨ඪઃ
ఆ，解決ࡦの૑ग़，ҙࢥ決ఆ，解決ࡦの࣮ߦ
とධՁʣをମܥ化したϓϩグϥϜͰ͋るɽ1���
೥ࠒから，Ԥถをத心にうつපの࣏療法とし
て։ൃ͞Ε，ͦのޮՌ͕࣮ূ͞ΕているʢD’ 

Zurilla & Nezu，1��2; D’ Zurilla，1��6 ; Mynors 

- Wallis，1��5ʣɽͦのޙ，ストレス・マネδメ
ント，ਓؒؔ܎，アルίール΍٤Ԏ，ංຬͳͲ

の問題解決に΋有ޮͰ͋る͜と͕ࣔ͞Εている
ʢ୮໺ら , 2��4ʣɽҎ্の͜とから，ޙࠓ，大学
生๊͕͑る抑うつ΍ෆ҆等の৘ॹ的問題の؇࿨
を࢝Ί，ストレス΍ਓؒؔ܎等において΋，問
題解決力を਎につける͜と͸ॏཁͰ͋ると考͑
らΕるɽ

ຊ研究ͷ໨త
本ڀݚͰ͸，現代大学生の๊͑る抑うつと
問題解決ೳ力のؔ࿈，特に，問題解決શମに対
͢るೝ஌܏向Ͱ͸ͳ͘，૑ग़した解決ࡦを用い
Ε͹問題͸解決ՄೳͰ͋るとద੾にධՁͰ͖る
か൱かについて検討͢る͜とを第Ұの໨的にし
たɽͦの理༝として，解決͕ࡦ૑ग़Մೳに΋ؔ
Θらͣ，ҙࢥ決ఆから࣮ߦに結ͼつかͳい学生
͕ଟい͜とから，問題解決શମͰ͸ͳ͘，解決
Մೳ性のੵݟ΋Γの௿͕͞ҙࢥ決ఆを๦͛てい
る͜と͕問題Ͱ͋ると考͑たからͰ͋るɽ
͞らに，ઌड़したΑうに，現代大学生๊͕͑
る೰Έ΍問題͸，ैདྷの学ۀ΍ࡁܦ໘ͩけͰͳ
͘，ਓؒؔ܎΍ࣾձ生活におけるࠔ೉͞，৘ॹ
的問題等͕考͑ら͑るɽΑって，本ڀݚͰ͸，
抑うつのఔ౓にΑって，問題の಺容にࠩҟ͕͋
るか൱かを検討͢る͜とを第ೋの໨的としたɽ

�ɽํ๏
ର৅ऀ
಺の大学生ݍـۙ 163 ໊ʢஉ性 57໊，ঁ性

1�6 ໊ʣ，平	21…ۉ೥ྸ 1�.2 ʢ೥ྸൣғࡀ 1� ʙ 23
ʣͰ͋ったɽࡀ

ؒظ৔ॴɾࢪ࣮
A大学಺のࣨڭにて，2�15 ೥ 6݄に࣮͞ࢪ

Εたɽ

खଓ͖ࢪ࣮
ࢪΈに࣮ٳͼかけ，னݺ力をڠ൘Ͱௐࠪࣔܝ
したɽݸʑに࣭問紙を഑෍し，ճ౴ऴྃޙにճ
ऩしたɽௐࠪ用紙の࣭問߲໨͸，学෦のྙ理৹
੒したɽ·た，検ࠪதに心理࡞४にଇってجࠪ
的ෛ୲を͡ײた৔߹͸தஅし，ऀڀݚに஌らͤ
るΑうઆ໌し，ಉҙを得て࣮ࢪしたɽ
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ௐࠪ༻ࢴ
1ʣ抑うつのఔ౓をଌఆ͢るई౓

CES-D͸ౡ・ࣛ໺・๺ଜʢ1��5ʣ͕࡞੒し
た抑うつई౓ʢ2�߲໨ʣͰ͋るɽ֤߲໨に対
し，4݅法「�.·った͘͡ײる͜と͸ͳかっ
た」ʙ「3.ͣっと͡ײていた」ʣͰධఆをٻΊ
たɽ߹ܭ得点を抑うつ得点とし，得点͕ߴい΄
Ͳ，抑うつ౓͕ߴい͜とを表͢ɽݪ൛։ൃऀ
Radloffと，๜༁൛։ൃऀのౡらʢ1��5ʣ͸，
16点Ҏ্をカοトΦフϙイントとしてਪ঑し
ているɽ

2ʣ問題解決ೳ力をଌఆ͢るई౓
Heppner & Petersen ʢ1��2ʣ͕࡞੒した Prob-

lem Solving Inventoryの๜༁൛ʢத田・௣୩・
ਿ1��6，ࢁʣを࢖用したɽ問題解決ೳ力のई
౓ʢ35߲໨ʣͰ͸֤߲໨に対し，6݅「1.Α͘
͋て͸·る」ʙ「6.·った͋͘て͸·らͳい」ʣ
ͰධఆをٻΊたɽ߹ܭ得点を問題解決ೳ力得点
とし，得点͕ߴい΄Ͳ，問題解決ೳ力͕ߴい͜
とを表͢ɽ

3ʣࣗ༝هड़
ࣗ༝هड़のઃ問಺容͸，問 1「現ࡏ，͋ͳ
た͕࠷΋ࠔっている問題を 1つ͛ڍてͩ͘͞
いɽ」，問 2「ͦの問題を解決͢るたΊのํ法
をग़དྷるͩけた͘͞Μ͛ڍてͩ͘͞いɽ」，問
3「問 2Ͱ͛ڍたいͣΕかの解決ࡦを用いΕ͹，
問題͸解決͞Εるとࢥい·͢かɽいͣΕかの਺
にؙをつけてͩ͘͞いɽ」のࣈ 3問としたɽͳ
お，問 3Ͱ͸，解決ࡦをෳ਺͛ڍた৔߹Ͱ͋っ

て΋，ͲΕか 1つに特ఆͤͣ͞，͛ڍた͢΂て
の解決ࡦのいͣΕかを用いた৔߹，問題͕解決
͞Εるとࢥうかを，5݅法「1.શͦ͘うࢥΘͳ
い」ʙ「5.とて΋ࢥう」ʣͰධఆをٻΊたɽ

෼ੳํ๏
CES-DのカοトΦフϙイント 16点Ҏ্のऀ
を抑うつ15，܈ߴ点ҎԼのऀを抑うつ௿܈と
したɽ2܈をಠཱม਺，問題解決ೳ力，問題解
決ࡦの਺，解決Մೳ性をैଐม਺とした t検ఆ
をߦったɽ
ࣗ༝هड़の問 1 Ͱهड़して΋らった問題͸，

心理学ઐ߈の大学生 2໊にΑΓ，KJ法を用い
て෼ੳしたɽ1つのճ౴を 1つのϥϕルとして
163 のϥϕルのྨࣅした΋のをूΊ，小カテΰ
リーを࡞੒したɽ͞らに，਌ۙ性のߴい小カテ
ΰリーಉ࢜をूΊ，大カテΰリーを࡞੒し，෦
ྨ෼けをしたɽ1ϥϕル͝とに੾ΓऔΓ，大カ
テΰリーの表ࡳを࡞੒し，ஶऀとڠ力ऀ 2໊と
֤ϥϕル͕Ͳの大カテΰリーにଐ͢るか，ٞڠ
したɽޙ࠷に検討した結Ռをݩにして෦ྨ෼け
をमਖ਼したɽ

�ɽ݁Ռ
཈͏ͭͷಛ௃
対象ऀ 163 ໊の಺，抑うつのఔ౓をଌఆ͢

る CES-Dई౓のカοトΦフϙイント 16点Ҏ্
の܈ߴ͸ 113 ໊ʢ6�.3ˋʣ，15点ҎԼの௿܈͸
5�໊ʢ3�.7ˋʣͰ͋ったɽ͜の͜とから，本ݚ
ԉ͕ඞཁͳ学生͕，7ࢧの対象ऀ͸，心理的ڀ
ׂを઎Ίている͜と͕໌らかにͳったɽTable1

5BCMF��ɹ�ର৅ऀ ���໊ͷ཈͏ͭɼ໰୊ղܾೳྗɼ໰୊ղܾࡦͷ਺ɼղܾՄೳੑͷ
஋ʢ4%ʣۉΓͷฏੵݟ

શମ
平	21…ۉ஋ʢSDʣ

抑うつ௿܈
ʢNʹ 5�ʣ
平	21…ۉ஋ʢSDʣ

抑うつ܈ߴ
ʢNʹ 113ʣ
平	21…ۉ஋ʢSDʣ

t ஋

抑うつ 21.74ʢ1�.27ʣ 1�.56ʢ 3.51ʣ 26.7�ʢ �.17ʣ 17.63**

問題解決力 1�3.23ʢ13.�3ʣ 1�3.46ʢ13.�3ʣ 1�3.13ʢ12.74ʣ   .15

問題解決ࡦの਺ 2.74ʢ 1.2�ʣ 2.64ʢ 1.3�ʣ 2.7�ʢ 1.24ʣ   .6�

解決Մೳ性のੵݟΓ 3.�1ʢ  .��ʣ 4.�6ʢ  .62ʣ 3.7�ʢ  .��ʣ  2.�2**

**p < .�1
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の平	21…ۉ஋をݟて΋，21.74 点Ͱ͋Γ，カοトΦ
フϙイントを௒͑ているɽ
小੢・ඦ෢ʢ2�15ʣにおいて΋，大学 4�6 ໊
を対象にௐࠪをߦった結Ռ，CES-Dई౓の得
点平	21…ۉ஋とͦのඪ४ภࠩ͸ 16.2 ʶ �.3 Ͱ͋Γ，
カοトΦフϙイントҎ্のׂ߹͸ 45.1ˋʢஉ
性 31.�ˋ，ঁ性 4�.�ˋʣͰ͋ったとใࠂしてい
るɽ·た，田த・஛ඌ・ࣣ田らʢ2�11ʣͰ͸，
大学の学生ޢͼ؃ٴߍઐ໳学ޢ؃ 576 ໊を対象
にௐࠪをߦった結Ռ，カοトΦフϙイントҎ্
の学生のׂ߹͸ 65.6%Ͱ͋る͜とをࣔしてい
るɽ
Ҏ্の結Ռから，現代の大学生の抑うつ܏向
の͕͞ߴうか͕͑るɽ

཈͏ͭ܈ߴɾ௿܈ͷ໰୊ղܾྗɼ໰୊ղܾࡦͷ
਺ɼղܾՄೳੑͷੵݟΓͷಛ௃
抑うつ܈ߴと௿܈の問題解決力のࠩҟを検討
͢るたΊに，問題解決力ई౓の平	21…ۉ点を用いて
t検ఆをߦったɽͦの結Ռ，܈ߴ͸平	21…ۉ 1�3.13
点，௿܈͸ 1�3.46 点Ͱ͋Γ，有ҙࠩ͸ݟらΕ
ͳかったʢt ʢ161ʣ=.15, n. s.ʣɽしかし，得点ൣ
ғ͕ 35 ʙ 21� 点Ͱ͋る͜とから，શମ的にࣗ
਎の問題解決ೳ力͸΍΍௿いとධՁしていると
い͑るɽ
·た，問題解決ࡦの਺のࠩҟについて΋ t検

ఆをߦった結Ռ，܈ߴ͸平	21…ۉ 2.7� の܈௿，ݸ
平	21…ۉ 2.64  らΕͳかったʢtݟͰ͋Γ，ࠩҟ͸ݸ

ʢ161ʣ=.6�, n. s.ʣɽ͜の͜とから，問題に対͢
る解決ࡦとして，「問題を解決͢るたΊのํ法
をग़དྷるͩけた͘͞Μ͛ڍてͩ͘͞いɽ」とڭ
ࣔしているに΋ؔΘらͣ，平	21…ۉ 2ʙ ఔ౓のݸ3
解決ࡦしか૑ग़Ͱ͖ていͳい͜と͕ࣔ͞Εたɽ
͞らに，解決Մೳ性のੵݟΓについて t検

ఆをߦった結Ռ，܈ߴ͸平	21…ۉ 3.7� 点，௿܈͸
4.�6 点͋Γ，有ҙに܈ߴ͸解決Մೳ性のੵݟ΋
Γ͕௿い͜と͕໌らかにͳったʢt ʢ161ʣ= 2.�2, 
p < .�1ʣɽつ·Γ，抑うつ͕ߴいऀ͸，૑ग़し
たいͣΕかの解決ࡦを用いて΋，問題͸解決͞
Εͳいと考͑る܏向͕ڧい͜と͕ࣔࠦ͞Εたɽ

େֶੜͷ๊͑Δ໰୊ͷ಺༰ͷಛ௃
163 ໊のࣗ༝هड़を，KJ法を用いてカテΰ
リー෼けした結Ռ，1�のカテΰリーに෼ྨ͞
Εたɽब৬，学ۀ໘ʢ՝題，୯Ґ，ษڧ，त
，؅理ؒ࣌，໘，কདྷࡁܦ，೥，ଔ論ʣཹ，ۀ
ਓؒؔ܎ʢ༑ਓؔ܎，対ਓؔ܎，Ո଒ʣ，όイ
ト，՝֎活ಈʢ෦活・サークル，ཹ学ʣ，࿀愛，
ͦのଞの 1�カテΰリーͰ͋るɽશମͰ࠷΋ׂ
߹͕大͖かったの͸，学ۀ໘Ͱ 17.�ˋͰ͋っ
たɽ࣍いͰ，όイト �.�ˋ，ਓؒؔ܎ �.6ˋ，࿀
愛 �.6ˋ，কདྷ �.�ˋͰ͋ったɽ·た，ब৬͕
7.4ˋ，࣌ؒ؅理͕ 6.7ˋ，՝֎活ಈ ܦ，ˋ�.4
໘ࡁ 3.7ˋͰ͋ったɽ

཈͏ͭ܈ߴɾ௿܈ͷ໰୊ͷ಺༰ͷಛ௃
学ۀ໘の問題を๊͑ている学生のׂ߹͸，抑
うつ܈ߴͰ 1�.4ˋ，抑うつ௿܈Ͱ 1�.�ˋͰ͋
Γ，྆܈と΋，ݧࢼ΍୯Ґ等の学৘໘Ͱの問題
を࠷΋ଟ͛͘ڍているɽ
ਓؒؔ܎について͸，抑うつ͕܈ߴ 1�.7ˋͰ
͋るのに対して，抑うつ௿܈͸ 6.�ˋ，কདྷに
ついて΋，抑うつ͕܈ߴ �.7ˋ，抑うつ௿͕܈
6.�ˋͰ͋ったɽ͞らに，ࡁܦ໘Ͱ͸抑うつߴ
͕܈ 5.�ˋ，抑うつ௿͕܈ �ˋͰ͋ったɽ
Ұํ，όイトにおいて͸，抑うつ௿͕܈
12ˋに対して抑うつ܈ߴ͸ �.7ˋ，࿀愛につい
て͸抑うつ௿܈ 12ˋ，抑うつ͕܈ߴ 7.�ˋͰ
͋ったɽ·た，ब৬において΋，抑うつ௿͕܈
1�ˋに対して，抑うつ܈ߴ͸，6.�ˋ，࣌ؒ؅
理において͸，抑うつ௿͕܈ 1�ˋ，抑うつߴ
͕܈ 5.�ˋͰ͋ったɽ
Ҏ্の͜とから，શମ的に͸学ۀ໘Ͱの問題
の特徴として，ਓؒ܈ߴ΋ଟい͕，抑うつ࠷͕
ʣ΍কདྷײ཭ڑʢྫɿ਌とෆ஥，༑ਓとの܎ؔ
ʢྫɿকདྷのࣗ෼の͕࢟૝૾Ͱ͖ͳい͜とʣ，ܦ
໘といった，ࣗ෼ͩけͰ͸解決͕೉し͘，༑ࡁ
ਓ΍Ո଒͕ؔΘる問題΍কདྷというയવとした
問題を๊͑ている܏向͕͋るɽҰํͰ，抑うつ
௿܈͸，όイトʢྫɿόイト͕決·らͳいʣ΍
ब৬ʢྫ :ब৬活ಈ͕う·͘ਐ·ͳいʣ，࣌ؒ
؅理ʢྫɿいΖΜͳ͜と௅ઓしていて，̍つに
͕࣌ؒかける͜と͕Ͱ͖ͳいʣ等，現ࡏの生活
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における۩ମ的ͳ問題を๊͑ている܏向͕うか
͕͑るɽ

�ɽ࡯ߟ
本ௐࠪから，7ׂۙ͘の大学生において，抑

うつ͕͘ߴ，問題解決力͕௿い͜と͕໌らかに
ͳったɽ特に，抑うつ܈ߴ͸，解決Մೳ性のݟ
ੵΓをద੾にߦう͜と͕ࠔ೉ͳ܏向͕ࣔ͞Ε
たɽ
解決Մೳ性のੵݟ΋Γをࠔ೉にͤ͞ている
理༝として，2点考͑ら͑るɽ1点໨͸，抑う
つ܈ߴ͸௿܈とൺֱして，解決Մೳ性のධՁを
ద੾にߦう力͕ෆ଍し，解決Մೳͳ問題と解決
を૑ग़Ͱ͖ているに΋ؔΘらͣ，「解決Ͱ͖ࡦ
ͳい」といったภったධՁをしているՄೳ性Ͱ
͋るɽීஈ，ؾ෼͕҆ఆしている৔߹，զʑ͸
「いͣΕかの解決ࡦを用いΕ͹，問題解決͕Մ
ೳͰ͋る」と考͑る͜とͰ，解決ࡦをબ୒し，
いঢ়態に͋る৔ߴるɽしかし，抑うつ͕͢ߦ࣮
߹，「いͣΕの解決ࡦを用いて΋問題͸解決Ͱ
͖ͳい」と考͑る͜とͰ解決ࡦのબ୒と࣮ߦを
๦͛，͞らに，抑うつをڧΊてし·うՄೳ性͕
͋るのͰ͸ͳいͩΖうかɽ
しかし，本ڀݚͰ͸，ݸʑの問題に対͢る

解決ࡦの૑ग़をٻΊている͜とから，Ұ概にධ
ՁのภΓ͕ҙࢥ決ఆを๦֐していると͸言͑ͳ
いɽ2点໨のՄೳ性として，問題΍解決ࡦの಺
容͕ҟͳる͕ނに，ద੾ͳධՁを๦͛ていると
΋考͑らΕるɽઌड़したΑうに，抑うつ܈ߴの
特徴として，ਓؒؔ܎΍কདྷ，ࡁܦ໘等のࣗ෼
ͩけͰ͸解決Ͱ͖ͳい問題΍യવとした΋のを
問題Ͱ͋るとଊ͑る܏向͕ڧいɽ本岡ʢ2��7ʣ
において΋，心഑性܏向͕ߴいਓ͸，কདྷ͜ى
るか΋しΕͳいڴҖ的ग़དྷ事に対͢る解決ࡦを
૑ग़しଓけるঢ়態にཹ·Γ，心഑͢る͜と͕ຫ
性化͢るとしているɽΑって，ద੾ͳධՁをߦ
う力をཆうҎ前に，ࠓ，๊͑ている問題を۩ମ
的かつ対ॲՄೳͳ΋のにઃఆ͢る力を਎につけ
る͜と͕ඞཁͰ͋るか΋஌Εͳいɽ
現代大学生͸，学ۀ໘Ҏ֎のଟ༷ͳ問題を๊
͑ている͜と͸͢Ͱにड़΂たɽ本ڀݚにおいて
΋，抑うつを؇࿨͢るたΊに͸，学ۀ໘Ͱのサ
ϙートͩけͰͳ͘，ਓؒؔ܎，কདྷ，ࡁܦ໘等
の問題΁のサϙートのඞཁ性͕ࣔࠦ͞Εたɽ特
に抑うつ͕ߴいਓの問題͸，௿いਓとൺֱ͢る
と，യવとした問題Ͱ͋ったΓ，ιーシϟルサ
ϙートをඞཁ͢る問題を๊͑ているたΊ，学生
の問題を۩ମ化したΓ，ΑΓઐ໳的視点からの
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ॿ言͕ඞཁとͳるͩΖうɽ
大学Ͱ͸，֤෦ॺ͕࿈ܞしͳ͕ら，サϙー
トମ੍を੔͑ているɽ学ۀにؔして͸，θϛ΍
तۀ୲౰ڭһ，事຿खଓ͖等にؔして͸৬һ͕
サϙートに౰たっているɽ·た，キϟリアにؔ
して͸キϟリアηンター，ਓؒؔࡁܦ・܎໘等
の問題にؔして͸学生૬ஊࣨ・学生՝͕ओにサ
ϙートをߦっているɽたͩ，学生͸，Ͳ͜にͲ
のΑうͳ૬ஊを͢Ε͹Αいのかを೺ѲͰ͖てい
ͳい͜と͕ 1つの問題と考͑るɽΑって，ࠓ
ޱ学生に対して，問題のछྨ͝との૬ஊ૭，ޙ
を໌֬にアφ΢ンス͢る等，૬ஊߦಈをଅਐ͢
る޻෉͕ඞཁͰ͋ると考͑るɽ
·た，ਓؒؔ܎の問題において͸，ίϛϡ
ニέーシϣンೳ力をߴΊる͜と͕ٻΊらΕて
おΓ，֤大学ͰतۀにࠐΈ͜ΜͩܗͰのऔΓ
૊Έ͕ਐΜͰいるʢߴ岡ら，2�14ʣɽ本学Ͱ΋，
2�16 ೥౓ΑΓ「ίϛϡニέーシϣン心理学࣮
習」というՊ໨͕৽ઃ͞Ε，डߨ生のίϛϡニ
έーシϣンの理論と࣮ફを結ͼつける力΍ࣗݾ
΍ଞऀ理解力をߴΊる͜とを໨的としているɽ
ΕらのऔΓ૊ΈにΑΓ，対ਓෆ҆΍抑͜，ޙࠓ
うつ等の心理的ͳ問題の解決に໾ཱつ͜と͕ظ
଴͞Εるɽ
͞らに，ઌڀݚߦ΍本ڀݚͰ΋໌らかに

ͳったΑうに，6ׂʙ 7ׂの学生͕，抑うつの
スクリーニングج४を্ճっている͜と͕ࣔ͞
Εた͕，࣮ࡍの大学生活΁のదԠঢ়گとのؔ࿈
΋検討し，ࢧԉ͕ඞཁͳ学生のスクリーニング
として，ΑΓ有用性のߴいํ法を考Ҋ͢る͜と
΋，ޙࠓの՝題の̍つͰ͋るとい͑るɽ
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